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守山市スポーツ推進計画策定協議会第２回会議の主な意見について 

 

（１）骨子(案)全体像について 

・基本理念の「誰もが」「どこでも」「いつまでも」の「誰もが」の中に「誰とでも」  

が含まれている前提として、この語呂で良いと思う。 

 

（２）骨子(案)に基づく取組みについて 

柱１ ライフステージに応じたスポーツの推進  

【子どものスポーツ推進】 

・子ども達とアスリートの交流をスポーツする機会の提供として加えた方が良い。 

 ・ティーボールの大会や体験会を通じて、子ども達がスポーツを楽しんでもらえる 

機会を提供できればと思う。 

【成人のスポーツ推進】 

・ゆるマラソンやスタンプラリーなど家族や友達と楽しく実施できるイベントがあ

ると良い。そこに特典などがあるとおもしろいと思う。 

・自身の健康状態を認識できる機会を提供するなど、運動やスポーツ始める動機づ

けが必要。 

【高齢者のスポーツ推進】 

 ・身近な場所に加えて自宅での運動も推奨する方が良い。 

【障害者のスポーツ推進】 

 ・ゴールボールの体験授業について、現状１年間で半分強の小学校に行っている。市 

で取り組みを進めてもらえば協力はしていきたい。 

・多様なスポーツに取り組み人間性を理解することが重要だと思う。 

 

柱２ スポーツができる場の確保  

【スポーツ環境の整備・充実】 

・民間企業との連携によるスポーツができる場所の確保も加えた方が良い。 

【遊び場の確保】 

・市民運動公園の開放だけでは、離れた地域の子ども達は行くのが難しいので、遊び

場は、子ども達が通う小学校のグラウンドが基本になるのではないか。 

  

柱３ スポーツを推進する人材の育成  

【指導者の育成】 

・スポーツインテグリティの観点を踏まえ、指導者の育成を推進してはどうか。 

【スポーツを「ささえる」活動の推進】 

・地域の方がスポーツをしようと気持ちを起こす人材が必要。 

 

柱４ 情報提供・発信の充実  

・市のスポーツ情報が一元的に閲覧できる仕組みづくりが必要。 

・スポーツをしてもらうには情報発信がとても大切であり、魅力的に思う見せ方や
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SNS やチラシなど様々な媒体を活用した情報発信が必要。 

・地域の活動を発信する場があると底辺の拡大につながる。 

 

柱５ スポーツによるまちの活性化  

・キャンプや合宿などスポーツと観光を融合したスポーツツーリズムの観点も必要。 

・ふるさと納税やスポーツ振興基金の活用について、計画に盛り込んではどうか。 

 

（３）計画全体について 

 ・全体的な取組みをどのように推進していくかが重要である。 

・計画の推進には庁内の関係部署との連携も大切である。 

 


